
 

我が国では、２０１９年度から３年間の期間限定で公費負担（原則無料） 

による風しん抗体検査・予防接種のクーポン配布による抗体保有率の向上を 

目指していました。しかしながら、新型コロナウイルス感染症に伴う受診控え 

など、さまざまな影響により予防接種が実施できていないことから、 

 

 

 

風しんのワクチン接種があいまいな方は

予防接種を受けてください 
 

風しんは妊婦さんが感染すると、おなかの赤ちゃんに、一生残る重い

障害が、高い確率で生じる恐れがあります。感染力はインフルエンザ

の５倍。過去にワクチンを接種したか不明な場合は、ぜひ予防接種を

ご検討ください。追加接種による副反応はありません。 

過去に風しんにかかったり、ワクチンを受けていたとしても 

風しんへの抵抗力がより強くなるだけです。  

 

 

 

風しんの流行防止のために、以下に該当する男性は、 

 

風しんの抗体検査＋予防接種が原則         で受けられます。 

 

予防接種の対象者 

１９６２（昭和３７）年４月２日～１９７９（昭和５４）年４月１日生まれの男性 

 

 

２０１９年４月以降、市区町村から無料クーポン券が順次ご自宅に郵送されています。 

（もし失くしてしまった方についても、お住まいの市区町村に希望すれば再発行が可能です。） 

 

クーポンを持参すれば、会社での健康診断時や全国の病院・診療所などでも、 

抗体検査と予防接種を受けられます。（医療機関へ事前確認をお願いします） 

 

 

                

 
 

 

抗体検査（血液検査） 抗体あり 

抗体なし 予防接種をうけましょう 

大人が風しんにかかると？  

発熱や発疹の期間が子供に比べて長く、 

関節痛がひどいことがよくみられます。 

一週間以上仕事を休まなければならない 

場合も。また、脳炎、血小板減少性紫斑病、

溶血性貧血などの軽視できない合併症を 

ひきおこすことがあります。 

 

※「抗体検査」 及び 「予防接種」 についての詳細は、お住まいの市区町村へお問い合わせください。 

 

市区町村での取り組み 

クーポンでの無料接種が２０２５年３月３１日まで延長されました 

 

健保だより 
 

令和 4年 7月 10日号 
 

※ダイワボウ労働組合「組合新聞」第 1071号 

（令和４年 7月 10日発行）に掲載の 

「健保とあなた」と同じ内容です 


